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事務事業事前評価 

 

この評価は、新規・拡充事業について、必要性、合理性及び緊急性等の観点での評

価を行うことで、選択と集中を図りながら効率的な市政運営を行うために実施するも

のです。 

令和７年度は、令和８年度に新たに実施及び拡充を予定している事業について、50

点満点で評価を行い、各事業の優先順位を決定しました。 

なお、この優先順位は予算編成に反映されるものですが、優先順位が低いと評価さ

れた事業や評価対象外とされた事業であっても、評価における指摘内容や予算編成ま

でに生じた状況の変化を踏まえて事業内容を見直したことにより、予算措置がされた

事業があります。 

事業ごとの評価結果は次のページのとおりです。 
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事業名 事業内容

1
新
規

（仮称）働きやすく、若者・女性
に選ばれる職場づくり支援事業

若者や女性の市外流出が顕著である現状を踏まえ、市内企業に
おける無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）に気づかせ、改善
を促すことにより、誰もが安心して働ける職場づくりを支援する３年
間の委託事業である。意識調査やセミナーを通じて企業の行動変
容を促し、地域全体の雇用環境の向上と定着率の改善を目指す。

800 400
男女共同参
画推進室

43.5 〇 1,250 625
若者・女性に選ばれる職場形成
推進事業

●評価時
・現状把握と課題の整理を目的とした意識調査の実施
・課題を明確化し、事業を構築
●予算化
・働き続けたい職場づくり推進事業（事業No.2）との共同実施に向
けた事業の再構築
・現状把握と課題の整理を目的とした調査、ワークショップ、企業
の伴走支援等を実施（公募型プロポーザルにより業務委託先を
選定）

2
新
規

（仮称）働き続けたい職場づくり
推進事業

インナーブランディングの強化、社内コミュニケーションの変革、組
織風土の改善などの職場改革に取り組み、働きたい・働き続けた
いと思える職場の実現を目指す企業に対する伴走支援を行い、モ
デル企業による成功事例の横展開を図る。企業同士が互いに学
び合い、地域全体で人材確保の力を高め合うことにより、人材の
域外流出の抑制を図る。

8,000 4,000 経済企画課 39.5 〇 4,800 2,400
働き続けたい職場づくり推進事
業

●評価時
　機運醸成のためのセミナー、モデル企業育成のためのワーク
ショップ及び伴走支援、事例報告会の実施を想定（公募型プロ
ポーザルにより業務委託先を選定）
●予算化
　実施内容について、手法や数量を見直した上での実施を想定

3
拡
充

盛岡市飲用水確保対策事業
（佐倉地区簡易給水施設利用
組合分）

上水道の給水区域外に位置する佐倉地区簡易給水施設の廃止
に伴い、利用者の飲用井戸等整備に係る費用を補助し、生活環
境の機能維持を図る。

16,272 16,272 環境企画課 38 〇 21,593 21,593

●評価時
　簡易給水施設の廃止に伴う補助対象者（10者）に対し、井戸等
整備に係る費用を補助する。
●予算化
　補助対象者が11者に増加

4
新
規

盛岡市ひきこもり支援センター
設置事業

ひきこもりには「8050」や「親亡き後」等の課題が潜在していると考
えられ、課題が深刻化する前に当事者や家族を必要な支援につ
なぐ必要がある。令和８年度、ひきこもりの実態把握及び支援のあ
り方の検討を目的に、盛岡市ひきこもり支援センター設置準備委
員会を設置し、令和９年度から同センター運用開始を見込む。

2,620 655 地域福祉課 38 〇 125 32 ひきこもり支援推進事業

●評価時
・令和９年度の盛岡市ひきこもり支援センター設置を想定した設
備等の整備
・盛岡市ひきこもり支援センター設置準備委員会の開催
・ひきこもり支援に関する講演会・研修会の開催
●予算化
・ひきこもり支援に関する講演会・研修会の開催

5
拡
充

税等徴収事務

会計処理及び現金処理が手作業であり、滞納整理等による多額
の納付があることから職員負担が増している現状である。事務取
扱上のリスク軽減を図り、さらに、事務効率化のうえ本来業務に注
力することにより収納率の向上に資するため、納税課窓口にPOS
レジを導入しようとするものである。

4,367 4,367 納税課 36 〇 714 0

●評価時
　窓口で使用するレジの購入
●予算化
　購入をリースに変更

6
拡
充

地区行政事務（地縁組織アドバ
イザー業務委託）

持続可能な組織づくり、活動の活性化など、重要な課題の解決に
取り組もうとする町内会・自治会に対し、専門的な知識を有するＮ
ＰＯ法人等をアドバイザーとして派遣し、複数回にわたりワーク
ショップの開催や助言等を行う伴走支援を実施する。

700 700
市民協働推
進課

36 〇 700 700

7
新
規

５歳児健康診査事業

年度内に満５歳となる児に対し、医師や保健師、精神発達専門員
等の専門職が集団活動や問診、診察等を通し、発達等の課題を
把握し、就学の準備に向け、児の特性に合わせた適切な支援を早
期に行う。一次健診は全数を対象にアンケート調査を行い発達に
課題がある児をスクリーニングし、二次健診を集団で実施する。

118 118 母子健康課 35.5 〇 4,558 2,279

●評価時
・関係機関及び関係者への周知啓発
・対象者への健診票の発送及びスクリーニングの実施
●予算化
・関係機関及び関係者への周知啓発
・対象者への健診票の発送及びスクリーニングの実施
・従事者研修及び発達等に関する勉強会の開催
・精神発達専門員の任用

8
新
規

高度IT人材育成支援事業（仮）

IT人材の不足が喫緊の課題となる中、市のリーディング産業であ
るIT産業振興に向けて、人材を発掘し早期に育成するため、若者
（学生）・女性を対象としたスキル別IT技術研修等を実施する。研
修後は、市内IT事業者との就職マッチングを行い、育成した人材を
着実に採用する仕組みを創出する。

18,550 7,275
ものづくり推
進課

35.5 〇 15,800 7,700 高度ＩＴ人材育成支援事業

●評価時
・若者（学生）・女性を対象としたスキル別IT技術研修、市内IT事
業者との就職マッチング等を実施
●予算化
・若者の就職促進や高度ＩＴビジネススキル習得支援を実施

9
拡
充

原敬生家茅葺屋根修繕事業

原敬記念館の敷地内にある盛岡市指定有形文化財・景観重要建
造物「原敬生家」においては、近年、茅葺屋根の腐朽や破損に伴
う雨漏りが発生し、令和７年には天井の一部が落下するなど、文
化財としての価値が損なわれつつあるほか、見学者の安全確保を
図る必要があることから、茅葺屋根の全面葺き替えを行うもので
ある。

22,243 19,743 歴史文化課 34 〇 5,599 0 原敬生家茅葺屋根修繕

●評価時
クラウドファンディング型ふるさと納税の寄付額の範囲内での実
施
●予算化
クラウドファンディング型ふるさと納税以外でも寄附を受け付け、
目標額には達しなかったものの、事業費ベースで、3,976千円の
財源を確保した。不足分については、ふるさと納税のメニュー配
分から充当し、令和８年度に修繕を実施することとした。

10
拡
充

ＬＡＮ網構築整備事業

SharepointやOneDriveなどのインターネットサービスの利用促進に
伴い、通信量が増加し遅延等の障害が発生した庁内のインター
ネット環境を改善するため、通信速度低下の要因となっているネッ
トワーク機器の設定変更を行う業務委託、及びネットワーク回線の
増強を実施する。

4,829 4,829 情報企画課 32 〇 4,544 4,544

●評価時
・ネットワーク機器の設定変更
・ネットワーク回線の増強
●予算化
・ネットワーク回線の増強
※ネットワーク機器の設定変更はR7に対応済

令和７年度事務事業事前評価一覧

事
業
No

新
規
/
拡
充

事業名 事業内容
R8事業費
（千円）
※評価時

うち一般財源
（千円）

評価時からの変更点

担当課等
評価
（50点
満点）

予算化
の有無

R8予算額
（単位：千円）
拡充事業は
拡充分

うち一般財源
（千円）
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事業名 事業内容

事
業
No

新
規
/
拡
充

事業名 事業内容
R8事業費
（千円）
※評価時

うち一般財源
（千円）

評価時からの変更点

担当課等
評価
（50点
満点）

予算化
の有無

R8予算額
（単位：千円）
拡充事業は
拡充分

うち一般財源
（千円）

11
新
規

公共施設予約のオンライン化

市民の利便性向上や施設利用予約に係る事務負担の軽減を目
指し、市民が市施設の空き状況の確認や予約をオンラインで行う
ことができるようにするため、市所管施設を対象に公共施設予約
システムを導入する。

14,470 7,235 情報企画課 32 ×

12
新
規

市有施設LED照明導入推進事
業

照明のLED化が済んでいない市有施設を取りまとめて段階的に
LEDに更新し、効率的な施工・維持管理を推進することで、電力使
用量の削減と温室効果ガス排出量の抑制を図る。

7,259 3,844 環境企画課 30 〇 2,123 2,123

●評価時
①LED導入　一般施設：22施設（リース）
②工事設計　小中学校：12施設
●予算化
①LED導入　一般施設：５施設（リース）
　※単年度のリース費用がLED化による電気料金の削減額を下
回る施設（5施設）に限定する。
②工事設計　なし

13
拡
充

（仮称）盛岡市コミュニティ交通
サポート事業

地域住民が主体となり地域内交通を確保しようと活動している団
体を技術面と費用面でサポートする事業。具体的には、市が活動
している団体に対して運行計画の作成支援や運行経費の補助（一
部または全部）などのサポートを行う。鉄道・バス不便地域の市民
が気兼ねなく移動ができるようになることが本事業の目的。

800 800 交通政策課 28 〇 800 800
盛岡市コミュニティ交通サポート
事業

14
拡
充

自動車管理事務

車両管理に係るシステムを導入し、市が保有する公用車を一元的
に管理して車両の効率的な運用を行うことを目的とする。また、各
車両の稼働状況の精査を行って市全体で保有する車両台数の最
適化、公用車の計画的な更新の検討も合わせて行う。

3,641 3,641 管財課 26 ×

15
拡
充

墓園管理運営事業

新庄墓園の無縁塔は満杯となっており、遺骨を本来安置するべき
ではない場所に一時的に安置せざるを得ない状況が続いている。
死者の尊厳を守り、今後の遺骨増加に備えるため、早急に遺骨を
安置するためのカロート増設を行おうとするもの。

2,585 0
保健所企画
総務課

26 ×

16
拡
充

予防接種事業（おたふくかぜワ
クチン接種費用助成事業）

子育て世代のおたふくかぜワクチンの接種に伴う経済的な負担の
軽減並びにおたふくかぜの発症及び重症化の予防を促進すること
を目的として、おたふくかぜ予防接種に要する費用の一部を助成
する。

3,957 3,957 指導予防課 26 ×

17
拡
充

予防接種事業（特別の理由に
よる予防接種の再接種費用助
成事業）

造血幹細胞移植等の医療行為を受けた等の特別な事由により過
去に接種した予防接種法の規定に基づく定期の予防接種の効果
が期待できないと医師に判断された者が任意で再度接種する予
防接種に伴う経済負担を軽減し、疾病の罹患及び重症化を防止
することを目的として、再接種に要する費用に対し助成する。

600 600 指導予防課 26 ×

18
拡
充

農地耕作条件改善事業　北ノ
浦地区

当該地区は、ほぼ全員が離農者であり、近隣農家に農地を貸借し
て耕作を継続しているが、農道が狭く大型農業用機械が入れない
ことや農地が各所に分散していることにより、作業効率が悪い地
区となっている。このため、農地の集積・集約を図るとともに農地
耕作条件改善事業で農道を整備することにより、環境改善を行う
もの。

7,000 170 農政課 26 〇 7,000 170

19
新
規

住宅確保要配慮者居住支援協
議会の設立

住宅確保要配慮者支援協議会は住宅セーフティネット法に基づき
市町村が設置に努めるものとされており、高齢者、障がい者、低
所得者、子育て世帯など、住宅の確保に特に配慮が必要な方々
に対し、福祉、居住、医療、地域団体などの関係機関が連携し包
括的に支援する体制を構築する。

700 0 建築住宅課 26 ×

●評価時
・市事業として協議会を設立
●変更後
・居住支援協議会が主体となって支援体制を構築（予算化不要）

20
新
規

状小屋地区農地耕作条件改善
事業

耕作放棄地や遊休農地の発生を防ぐため担い手農業者への農地
集積を進める中で、当該地区の一部農地で河川からポンプで農業
用水を汲み上げており、施設の老朽化により維持管理費が重くの
しかかり農地集積の障害となっている。そこで、自然流下式の用
水路を整備することにより、安定した農業用水の確保と地域農業
の振興を図る。

9,000 0 産業振興課 24 〇 9,000 190

●評価時
農地耕作条件改善事業（定額補助）を活用
●予算化
農地耕作条件改善事業（定率補助）を活用

21
新
規

（仮称）盛岡市中心市街地分煙
施設設置費助成事業

中心市街地における路上喫煙や受動喫煙等の課題に対応するた
め、民間事業者が設置する分煙施設の整備費用の一部を助成し
適切な分煙環境の整備を促進することで、喫煙者と非喫煙者が互
いに尊重し合い、誰もが安心して快適に過ごせる社会環境の実現
を図る。

10,000 10,000
経済企画課
・健康増進課

22 〇 2,544 2,544 盛岡市分煙施設整備促進事業

●評価時
　・補助対象：屋内型、屋外閉鎖型、屋外開放型
●予算化
　・補助対象：屋外開放型
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事業名 事業内容

事
業
No

新
規
/
拡
充

事業名 事業内容
R8事業費
（千円）
※評価時

うち一般財源
（千円）

評価時からの変更点

担当課等
評価
（50点
満点）

予算化
の有無

R8予算額
（単位：千円）
拡充事業は
拡充分

うち一般財源
（千円）

22
拡
充

（仮称）もりおか歴史文化館を
中核とした文化観光推進事業

文化観光推進法に基づく地域計画の認定を受け、博物館展示・収
蔵資料のデジタルアーカイブ化やキャッシュレス決済、wi-fi設備の
導入、展示施設の更新や収蔵資料の修復等について国の支援措
置を受けながら、観光客等の来訪促進に取り組み、地域活性化の
好循環を実現しようとするものである。

0 0 歴史文化課 22 ×

●評価時
・文化観光推進法に基づく計画の認定により、国の補助割合2/3
を活用して、博物館資料等のデジタルアーカイブ化を推進
●予算化
・予算化はされていないが、文化財のデジタルアーカイブ化等に
対する国の支援制度（補助割2/3、残額は交付税措置）を活用す
ることを目指し、文化観光推進法に基づく地域計画の作成に向
け、準備中

23
新
規

（仮）生成AIを活用した庁内業
務効率化・高度化事業

庁内の問い合わせ対応に係る負担の軽減や時間の縮減、業務の
効率化や高度化を図るため、生成AIが庁内に蓄積されたナレッジ
を活用し問い合わせに回答できる環境を構築する。

2,376 2,376 情報企画課 20 ×

24
拡
充

道路橋りょう維持管理事業
（コールセンター開設）

道路管理コールセンター運営業務委託として、電話による市民対
応（ボイスボット利用）、電話転送対応、収集されたデータの整理・
管理等を行うもので、情報収集と現場対応やパトロール業務を分
離することで、道路維持管理における現場対応の迅速化を図る。

12,068 6,034 道路管理課 20 ×

25
拡
充

夜間急患診療所移転事業

新型コロナウイルス感染症蔓延期の発熱外来において、感染対
策上及び駐車場などの利便性の課題を関係機関から意見を受け
たことのほか、盛岡保健医療圏の初期救急を取り巻く状況に変化
が生じていることから、夜間急患診療所の移転を検討しようとする
もの。

0 0
保健所企画
総務課

18 ×

26
新
規

トイレカー導入事業

大規模災害発災後速やかに快適なトイレ環境を提供するため、ト
イレカーを導入する事業。導入により、避難者が良好な避難生活
を送ることができ、災害関連死の防止につながる。更には、他市
町村への応援に活用できるほか、平時にイベント等での活用によ
り、市民への周知を行い防災意識の向上を図ることができる。

26,000 0
危機管理防
災課

16 ×

27
拡
充

盛岡市こども計画推進事業（こ
どもコミッショナーの設置）

いじめや不登校のほか、児童虐待やヤングケアラー等の問題によ
りこどもの権利侵害のケースが増加している現状を踏まえ、自発
的に声を挙げることが難しいこどもの声を確実に拾い上げ、上記
問題が内包された環境を改善することを目的に、こどもの権利条
例の制定及びこどもを権利侵害から救済するための体制を構築
する。

0 0
子ども青少
年課

16 〇 2,751 0
盛岡市こども計画推進事業（こど
もの権利保障・促進事業）

●評価時
　こどもの権利条例の検討
　こどもの権利救済機関の調査研究
●予算化
　こどもの権利条例の検討
　こどもの権利救済機関の調査研究
　こどもの意見表明確保のための仕組みづくり
　関係機関との地域ネットワークの形成

28
拡
充

盛岡市私立保育所等運営事業
補助金

発達支援を要する児童を受け入れる場合、認定を受けるために必
要な診断書等の提出を保護者が負担に感じていることや、職員の
加配の必要性を施設では感じているものの認定に至らないケース
があることなどから、既存の補助内容に加え、もりっこ健診で遅滞
域の判定を受けた児童（５人以上の場合）も補助の対象とするも
の。

6,912 6,912
子育てあんし
ん課

16 ×

29
新
規

休日保育補助金

日曜・祝日・年末年始に保育を必要とする児童を預かる休日保育
について、実施施設数が減少しており、安定的な受け入れが危ぶ
まれていることから、休日保育に従事した職員に対し処遇改善手
当を支給するほか、年末年始の保育を実施する施設に対し補助
金を交付することで実施施設数を維持し、受け入れ先を確保した
いもの。

3,320 3,320
子育てあんし
ん課

16 ×

30
新
規

産業支援センター移転事業

市内の起業者数を大幅に増加させる必要があることから、セン
ターが持つ起業家支援機能をさらに強化するとともに、創業機運
の醸成やマッチング促進の機能を新たに付加することを目的とし、
民間事業者との連携による運営体制へ移行することとし、アセット
計画に基づき予定されている移転を前倒しで実施するもの。

48,000 24,512
ものづくり推
進課

16 ×

31
拡
充

道路橋りょう維持管理事業（路
面監視等システム）

老朽化し修繕が困難となった現在の路面監視システム（６箇所）に
ついて、解像度の高いカメラに更新する。更新により詳細な路面
情報を把握出来るようになり、その情報を基に除排雪などの出動
判断等に活用することで、道路維持管理の向上を図る。

20,230 10,115 道路管理課 16 ×
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事業名 事業内容

事
業
No

新
規
/
拡
充

事業名 事業内容
R8事業費
（千円）
※評価時

うち一般財源
（千円）

評価時からの変更点

担当課等
評価
（50点
満点）

予算化
の有無

R8予算額
（単位：千円）
拡充事業は
拡充分

うち一般財源
（千円）

32
拡
充

おでかけ１日100円パス事業

盛岡市内に居住する70歳以上の高齢者を対象に、路線バスを市
内全域１日100円で何度でも利用できるパスを交付する事業。中
心市街地活性化、高齢者の生活支援、公共交通利用促進に寄与
することが本事業の目的。

70,700 70,700 交通政策課 16 ×

33
新
規

松園地域住宅団地再生事業

盛岡市の中でも少子高齢化や人口減少が著しく進んでいる松園
地域において、地域内の利便性を回復させ、マンパワーを呼び込
むために持続可能なまちづくりを行う必要があることから、中心拠
点や交通手段を整備することで地域内の生活水準と利便性を向
上させ、住宅団地再生を図る。

96,000 48,000 都市計画課 16 ×

34
拡
充

建築行政手続きDX事業

書面により窓口で行っている建築確認申請や検査、報告などの手
続きを電子化することで申請者の時間とコストの削減と利便性の
向上を図る。岩手県は令和８年度から電子化に対応予定であり、
広域での電子化が建設業界の総体的な業務効率化の向上につな
がることから、岩手県と足並みを揃えたいもの。

268 268 建築指導課 16 〇 771 771 建築指導事務

●評価時
・電子ファイルにより審査、保存
・完了検査等にタブレット端末を使用
●予算化
・電子ファイルにより審査、保存
・完了検査等にタブレット端末を使用
・セキュリティ対策の強化
・証明書等への電子署名の実施
・窓口での電子ファイルによる閲覧の実施

35
新
規

まちなかウォーカブル推進事業

中心市街地（都市機能誘導区域「中心地域）」において、「居心地
が良く歩きたくなるまちなか」の形成を図るため、国土交通省所管
の交付金事業「まちなかウォーカブル推進事業」を活用し、地域住
民や各商店街等の地元事業者等と
連携した取組をハード、ソフト両面で推進する。

55,359 27,680
まちなか未
来創生室

16 ×

36
新
規

道路橋りょう維持管理事業

除雪の実施判断は、地域によって降り方にばらつきがあることや、
対象路線が広範囲にわたることから、職員による現地パトロール
では積雪量を常に把握し迅速な除雪を行うことが難しく、出動判断
の適正化を図る必要がある。当事業は、その適正な判断のため積
雪量をリアルタイムで監視できるシステムを構築するもの。

4,600 0
玉山総合事
務所建設課

16 〇 17,919 319 道路除排雪事業

●評価時
　監視カメラ及び積雪深観測センサ（単点）の設置
●予算化
・監視カメラ及び積雪深観測センサ（複数点）の設置
・携帯キャリア通信網圏外でのWi-FiHaLow通信を構築
　（実証実験をもとに、運用条件を満たすシステムを構築する
　ための変更）
・財源について、国庫（地域社会DX推進パッケージ事業（補助
　率50％））の補助対象に５年分の運用保守費も追加

37
新
規

（仮）子どもの体験活動支援事
業

　児童館、児童センターを拠点として、芸術・文化・スポーツ、社会
貢献などが体験できる活動などを幅広い年代のこどもたちに提供
する仕組みを構築する。

6,000 2,000
子ども青少
年課

12 ×

38
新
規

盛岡市立保育所民間移管に伴
う交流事業

第５次民営化計画に基づき、盛岡市立あべたて保育園及びさくら
がおか保育園は統合による民営化を予定していることから、円滑
に民間移管できるよう、この両園の園児と職員が、それぞれの統
合先保育施設において定期的に交流して親交を深めるとともに、
園同士の保育内容等を共有するため、貸切バスを運行しようとす
るもの。

476 476
子育てあんし
ん課

12 ×

39
新
規

都）新田蔵戸前線整備事業

国道46号線と杜の大橋を結ぶ全長2.34km都市計画道路のうち太
田地区土地区画整理事業地区外で未整備となっている延長1.2km
を整備する。太田地区の宅地の資産価値向上と盛岡I.C.～盛岡駅
のアクセス向上を図る。また緊急輸送経路の国道と当該地区を結
ぶことで、防災に強い良好で健全な市街地を形成する。

52,317 13,362
市街地整備
課

12 ×

40
拡
充

公衆街路灯関連事業

町内会・自治会等の自主的な地域活動を推進するとともに、市民
生活の向上に資することを目的とし、市が賃貸借契約しているLED
公衆街路灯に係るリース契約終了（令和９年12月）後の体制を整
備する。

0 0
市民協働推
進課

8 ×

41
拡
充

盛岡城跡保存整備事業

盛岡城跡公園内のサインについて、多言語対応、劣化、表示内容
不備が散見されるため、観光客への案内機能を拡充しつつ、史跡
や城下町の風情に調和した統一的なデザインコードによるサイン
整備ガイドラインに基づき、盛岡城跡公園内で必要とするサインの
配置計画を踏まえ設計及び整備を実施するもの。

4,000 200
公園みどり
課

‐ 〇 5,627 0

＊財源の検討が必要なため評価対象外としたもの
●評価時
・財源：一部一般財源
●予算化
・財源：全額「地域の観光資源充実のための環境整備推進事業」
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42
拡
充

学校給食運営事業

子育て世代の経済的負担を軽減し、子育てしやすい環境を整備す
るため、国が今後策定を予定している小学校の給食費無償化事
業の制度設計に基づき、市立小学校に通学する児童の給食費を
無償化する。併せて、市立中学校の給食費無償化についても、国
の方針を踏まえ検討する。

721,805 0
学務教職員
課

‐ 〇 811,569 0

＊国の動向によるため評価対象外としたもの
●評価時
・国が策定を予定している小学校の給食費無償化事業の制度設
計に基づき実施
●予算化
・令和８年度から国が実施する「学校給食費の抜本的な負担軽減
（いわゆる給食無償化）」を踏まえ、国の支援額に加えて不足分を
補助

43
新
規

盛岡市先人顕彰

盛岡市先人記念館では、「自由民権の人々」など10テーマ130人を
顕彰し、関連する資料の保存や展示を行っている。
令和9年に開館40周年を迎えることを機会に、追加顕彰について
検討を行うため、検討組織である「選定委員会」（仮称）を令和8年
度に設置し、必要な手続きを進めようとするものである。

0 0 歴史文化課 ‐ 〇 139 139 総務事務

＊事前の検討が必要なため評価対象外としたもの
●評価時
・顕彰先人選定委員会（11人×３回×２箇年分）
　634千円
●予算化
・顕彰先人選定委員会（７人×２回）
　139千円
　※Ｒ９は７人×３回を予定
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